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取組・事業の概要と特徴

「楽しい、近い、廉価、安全、効果があり、“人持ち”になれる医療法人の健康運動教室」
　医療法人から専門スタッフ（健康運動指導士、看護師等）を派遣
し、地域住民を組織した１回９０分プログラムの健康運動教室を
継続開催。筋トレと有酸素運動を交互に行うサーキットトレーニ
ングを軸に、コーディネーショントレーニング、コアスタビライ
ゼーション、５ＣＯＧ、ゲーム性などを織り交ぜた“幕の内弁当型”
で楽しさと効果を両立。
　口コミで広がった教室は、２０１６年には６地域１３か所で計
４５０回、年間延べ参加者数６，５００名に発展。２０１３年の研究
事業「運動療法が関節軟骨代謝に与える効果に関するバイオ
マーカーを用いた検討」では、平均年齢５８歳の３１名の参加者の
データより、肉体年齢が１４歳若返り、発症前なら運動が関節軟骨
保全に有用と示唆された。
　以下３つの特徴がシナジー効果を生む。
①医療法人のもつ専門ノウハウや人材力を活かす
②身近で、安く、仲間とともに楽しく、安全に、軸のぶれない、効果
の高いプログラム提供
③効果的な住民参加に基づく「健康教育」と「環境支援」にアプ
ローチ。
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取組・事業の概要と特徴

ヘルスチャレンジは健康づくりのきっかけづくりです。
健康寿命の延伸を進めるため取り組んでいます。
　岡山県下すべての自治体、教育委員会の後援の元で、パンフ
レットの配布や小学校への呼びかけなど幅広く行いました。
その結果、小学校全校生徒や自治体職員からの参加、組合員
どうしの声かけや地域への細やかな声かけにより参加数が
年々広がりをみせています。気軽にできる健康づくりとして、
誰でも参加できる取り組みになっています。過去の参加者が
ヘルスチャレンジの魅力を確信し、参加者から呼びかけ人に変
わり活躍していることも取り組みが広がっている一因です。
2016ヘルスチャレンジの特徴は
①多世代で取り組んでいる
②参加者が１万人を越える10,136人が参加し、76.5%の達成率
だった。
③報告者の約7割の方は、取り組んだことに満足している
④成果の実感など取り組んだ感想がたくさん寄せられている
「学校での取り組みが拡がった」「ヘルスチャレンジに取り組む
ことで、『習慣』として定着したり、健康づくりを行うきっかけ

取組・事業の概要と特徴

在宅保健師の経験を活かした家庭訪問による重症化予防の取組み
　静岡県在宅保健師の会「つつじ会」では、直接足をはこび、住民が置かれた生活実態や意識
を踏まえた訪問事業を大切にしており、寝たきり予防など時代背景に即した家庭訪問を平成
６年から２３年間で延べ１万4,516名に行ってきました。
　平成27年度からは、国保保険者が実施した特定健康診査の結果、受診勧奨判定値を超えた
にもかかわらず医療機関を受診していない者に対して「かかりつけ医」への受診勧奨や生活
習慣の改善に向けた助言を行うことで、生活習慣病の発症及び重症化予防を目的とした家庭
訪問を実施しています。
　２年間で378名に家庭訪問を行い、健診結果を正しく理解していただき、自分に起こって
いる体の変化に気付いていただくことで、約半数の方が受診行動に繋がっています。
　今後も、本会では訪問事業を継続し、個人から集団、地域全体へと健康で長寿なまちづくり
に貢献していきます。

ヘルスチャレンジ2016 
～多世代で取り組む健康づくり～
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づくりとなった」「規則正しい生活になった」「体調が良くなった」
「家族や仲間とともに楽しく行い、励まし合って継続して取り
組みができた」「口呼吸から鼻呼吸へ『あいうべ体操』が拡がり、
成果も実感している」「すこしお生活や野菜をたっぷりとれる
ように、工夫しながら取り組みが行われた」
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